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ゼビオアリーナと歩む、これからの仙台 スポーツシンポ

新たなスポーツ文化 創出へ

「新生ゼビオアリーナと歩む、これからの仙台」をテーマ

とした第20回スポーツシンポジウム(仙台市、仙台大、河北

新報社主催)が16日、仙台市太白区のゼビオアリーナ仙台で
あった。7月に通年型アイススケートリンク新設の大規模

工事が完了した同アリーナの今後の展望に関し、フィギュ
アスケート2014年ソチ冬季五輪代表で国学院大の町田樹准

教授、バスケットボールB1仙台を運営する仙台89ERS

の志村雄彦社長、ゼビオアリーナ仙台の小池励起館長、仙台
市スポーツ振興課の尾形竜介担当課長らが意見交換した。
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メキュアスケートを始め、2014年ソチ冬季五輪

男子5位入賞を果

年引退し研究の道へ。国学院大准教授(スポーツ科学)。
次世代スケーターの育成の場として、宮城県スケート連盟との連携をど

う考えるか。

尾形 トップを目指す選手が練習境を求めて仙台市から出て行っている現状がある。宮城県スケート連盟現状がある。宮城県スケート連盟とも意見交換しながら、つなぎ留められる
貴意やそこ環境を整えたい。

地域のにぎわい創出に必要な優先真の、こうい順位の高い取り組みについて聞きた小池 「見るアリーナ」としての特徴を生かし、スポーツや他のイベントを誘致する。たくさんの方に足を運んでもらえるように草の根活動を継続し
たい。

フィギュアスケートは今やメジャースポーツのよう
こん

に扱われているか、環境面は苦境に立たされている。ステートは3スケートリンクは1980年代に740カ所あったが、近年は200以下に減少。リンクは郊外にあるものが多く、スケートのレジヤーとしての人気がなくなオーとしての人気がなくなれば、施設としての役割はたちまち果たせなくなる。たちまち果たせなくなる。スポーツ庁はこれからのアリーナに必要な要素をアリーナに必要な3要素を示している。一つの施設でたくさんのスポーツができたくさんのスポーツできる「集約性」、スポーツ以外のイベントにも利用できる「複合化」、街づくりと連携する「地域活性化」。三つが備わった施設はる。
B1仙台は今季の全ホームゲーム3試合をこのアリーナで開催する。30試合をこのアリーナで開催する。来場者やファンが体感できるメリットを

どう想定するか。どう想定するか

志村 県外、海外からも来やすい都心型の立地が最大の強みの一つ。優位性はある一方、集客が課題となる。コートとお客さんの距離が近く、臨場感を演出できる。体験価値を提供し、満11員の状態を続けるのがわれわれの使命―通年型アイススケートリンクが新設された。アイススポーツの象徴的な場所となるために、一番重要な要素
よ。

町田 「氷都」を名乗る青森県八戸こいけれいき 長崎県立大大学院修了。2007年ゼビオ入社12年東北アイスホッケークラブ取締役、11年から現職。アリーナ指定管理者のマネジャーも
務める。福島県郡山市出身。4歳。

た。

「スポーツコンプレックス」と呼ばれ、経営安定化、街の発展にもするとの発展にも寄与すると推奨されている。新生ゼビオフランアリーナ仙台はフラット八戸(青森県八戸市)と並び、国内で初めてスポーツコンプレックスを実現させユークスオーツだとで定期的に集客して施設に文常性を持たせられてば、地域の人々から長く愛されて持続可能性も意でされて持続可能性も獲得できる。バスケットボール、B1仙台の本拠地でもあるこのアリーナはまさに理想的な形だ。次世代型スケートリンクのロールモデルになってほしいと願ってい
イベント誘致に奔走 小池さん 町田さん 多様な氷上競技集約

選手流出防ぐ環境に 尾形さん 志村さん 都心型の立地が強み

「志村さん

話題提供

街の盛り上げが使命
台市出身。歳。

仙台88ERSはハード面が素晴らしいゼビオアリーナ仙台をホーていただいている。ムとさせていただいている。チームにとって非常に大きなアドバン
ージだ。使命た

われわれはアリーナを中心に、ちな黄色の花を花壇に植えるなど、長町ラームオラーの重合にめ町をチームカラーの黄色に染めようという活動を街づくりの一環として続けている。仙台市、ゼビオしてがしているもと一緒に街を盛り上げていくのが
使命ど。

今季のホーム開幕は10月4日。ここでホーム戦全10試合を開催すここでホーム戦全30試合を開催する。チームのロゴも新しくなった。Bリーグは今季が最後で、来季から新カテゴリー「Bプレミア」に参入する。最後のBリーグで優勝を目指して頑張る。日本一の瞬間引く、生えのをゼビオアリーナで皆さんと一緒
に迎えたい。市のような、町のブランディングが大事、多様なか上スポーツを楽しめる集事。多様な氷上スポーツを楽しめる集約性を高めれば、長町の活性化につながる。アイスリンクと味を自在に転換かる、アイスリンクと床を自在に転換する貴重な環境を生かして新しいスポージをつくり、育むポテンシャルーツ文化をつくり、育むポテンシャルがあると期待している。|アリーナ運営のパイオニアを目指す上での戦略を教えてほしい。

東

小池 設備は日進月歩で、どこまで追うかという話になってしまう。運営としょにたってしま面でノウハウを蓄積し、10年後の新しいアリーナのベンチマークとなる立場アリーナのベンチマークとなる立
になりたい。町田

町田 八戸市はブランド充実のために学校体育を重視している。子どもた
2008年にリーグ仙人 年ら

う。

河北新報オンラインで町田、志村両氏の基調講

演、4氏によるパネル討論 が読めますちがスケート文化に触れる機会を均等
に提供できる。に想供できる。

尾形 スキー教室、スケート教室をやっている学校もある。近隣の学校のやっている学校もある。近隣の学校の受け入れを指定管理者が取り組む考えがあれば、施役を管理する方としてもがあれば、施設を管理する市と一緒に頑張っていきたい。ーバスケットボールは観戦のきっかけづくりにどう取り組んでいるのか。志村 小学5年生の時、父と米プロ

まり

NBAを観戦し「これを日本で見たい」正人 電車してしと憧れた。その光景を子どもたちに提供しようと、招待事業を続けている。住し 基 を していた。スケートも子どもたちがやってみる機会をつくっていくことが全てだと思

東北大

是听入一。水直
どを経て2年4月からスポーツ属スポーツ画運営

仙沼市出身。45歳。


